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米国のシーニック
バイウェイプログラム

国土交通省北海道局地政課

開発専門官　和泉　晶裕

資料４

１９８９　シーニックバイウェイ法の制定
　　　　　(国家ガイドライン及び指定基準の策定、経済効果の研究の指示)
１９９１　総合陸上交通効率化法( (Inter-modal Surface Transportation Efficiency 
　　
　　　　　Act of 1991 (ISTEA))に基づきシーニックバイウェイ国家諮問委員会
　　　　　(17名の委員）設置、報告書提出（固有特性、指定基準、登録方法等）

　　　　　＜各州における検討期間＞

１９９６　第１回指定
１９９８　２１世紀交通平衡法
　　　　　(The Transportation Equity Act For the 21st Century (TEA-21))　
　　　　　第２回指定
２０００　第３回指定
２００２　第４回指定

米国における

シーニックバイウェイプログラムの経緯
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オールアメリカン
ロード（連邦指定）

ナショナルシーニック
バイウェイ（連邦指定）

州指定の
シーニックバイウェイ

自治体独自指定
シーニックバイウェイ

　シーニックバイウェイの指定ルート体系

２８

７０

数１００

相当数

All American Roads(28)

National Scenic Byways(70)

２００２年６月２５日指定含む

　連邦指定のシーニックバイウェイ

出典：http://www.byways.org/
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プログラムの趣旨

●景観性、歴史性、自然性、文化性、レクリェーション性、考古学性
の６つの視点から傑出した価値を保存することにより、合衆国内
の景観の長期的維持と充実を図ること。

●国内外の旅行者を増加させ、州や地方の経済効果を生み出す
こと。

●全ての旅行者に幅広い体験学習の場を提供し、教育と理解の機
会を与え充実させること。

　全米シーニックバイウェイプログラム

プログラムの原則

●地域の個人・団体、州・自治体が指定や昇格の原動力

●州の国家プログラムの参加は全くの任意

●指定の決定は、基準の範囲内であれば、不必要な提出書類を
排除し、早急に行うことが重要。

プログラムの構成

●あらゆる公道が本プログラムに適用（農道、公園内道路問わず）

●「シーニックバイウェイ」は道路そのものではなく、道路が通って
いるコリドーも指している。コリドーは幅や長さが多様であり、そ
の定義も多様

●希ではあるが、州指定でなくても連邦指定を受けられる。

●オールアメリカンロード：６つの固有特性のうち、２つ以上該当

　　シーニックバイウェイのスーパースター！！

●ナショナルシーニックバイウェイ：６つの固有特性のうち、１つ以
上該当

　全米シーニックバイウェイプログラム
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シーニックバイウェイの基本的基準
ナショナルシーニックバイウェイ及びオールアメリカンロードに最低限求められる

●６つの固有特性のうち、１つを備えていること

●次の５項目のうち１つにあてはまること

　・設計指針及び基準の作成等により固有特性を維持すること

　・旅行者用施設、安全性、観光案内等利用者のための性質を有すること

　・計画・実施過程において土地所有者、企業、市民等民間の参加を保証すること

　・あらゆるレベルで国内外の旅行者に対して広報、マーケティング活動が行われ
ること

　・歴史的構造物の修復、植林等固有特性を改善する活動やガイドブック、ビジター
センター等のサービスが行われコリドーの充実が図れること

●道路は可能な限り連続性し、旅行者の目障りとなるものは最小限
であること

　全米シーニックバイウェイプログラム

オール・アメリカン・ロードに指定されるための付加基準
　ナショナルシーニックバイウェイの基準に加え以下の基準が付加される。

●安全性の確保　～観光バス、自動二輪車が安全に通行できること

●自転車、歩行者への配慮

　～適所で自転車、歩行者の通行が保証され、休憩所や水飲み場等があること

●海外からの旅行者への配慮　～国際的な位置・標識表示が設置されていること

●連続性、景観性の配慮

　～道路は可能な限り連続性し、旅行者の目障りとなるものは最小限であること

●自治体の責務　～沿線自治体はコリドー管理計画に対して多大な支援と協力を制約すること

●固有特性の維持

　～固有特性の維持に対する取り組みを示すこと

　～固有特性の維持活動について「誰が何を行うか」が明確にされていること

　～固有特性を最もよく反映している箇所に最大の注意を払うこと

　全米シーニックバイウェイプログラム
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　　シーニックバイウェイの指定の流れ

　州のシーニック・バイウェイ局（ＳＳＢＡ）
州が推薦に相応しいと判断した場合に、州からＦＨＷＡへ推薦書を提出。

連邦道路庁（ＦＨＷＡ）
連邦政府は、６～８名の委員（道路、観光、経済等の専門家）を任命し、推薦されたバイ
ウェイの検討が行われるとともに、連邦政府の各部局に適宜諮問のうえ、運輸省長官
によって指定される。

地域の自治体、企業、ＮＰＯ等
推薦のための書類を州に提出

州道路局

　　連邦政府

道路局、土地管理局

林野局、国立公園局、インディアン局

　　　　

リソースセンター

評価委員会

申請された

ﾊﾞｲｳｪｲ評価

連携

シーニックアメリカ協会

アドバイス

相談

指定

推薦・申請
自治体、NPO、企業等

地　域 中　　央

シーニックバイウェイ

シーニックバイウェイ組織体系図
（連邦指定の場合）

（：ノミネーションパネル）
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FHWA（米国連邦道路庁）

FHWAFHWAの役割は以下の４点である。の役割は以下の４点である。

・・NominationNomination（（指名申請：指名申請：２年に１回実施される２年に１回実施される））

・・DesignationDesignation（（指定：指定：運輸長官が指定する運輸長官が指定する））

・・GrantsGrants（（補助金交付：補助金交付：FHWAFHWAから各州を通じてから各州を通じて

BywayByway運営組織に交付される運営組織に交付される））

・・MarketingMarketing（（マーケティング）マーケティング）

ノミネーションプロセス

ステップ１：ステップ１： FHWAFHWA本部で推薦を受け付ける本部で推薦を受け付ける((２月４日２月４日))

ステップ２：ステップ２： FHWAFHWAによるノミネーションパネル設置によるノミネーションパネル設置((２月初旬２月初旬))

ステップ３：ステップ３： FHWAFHWAスタッフによる一次選考スタッフによる一次選考((２月中旬２月中旬))

ステップ４：ステップ４： パネルメンバーへの候補資料の送付パネルメンバーへの候補資料の送付((２月下旬２月下旬))

ステップ５：ステップ５： パネルメンバーの会議パネルメンバーの会議((４月９日～４月９日～1111日日))

ステップ６：ステップ６： 決定準備決定準備((５月初旬５月初旬))

ステップ７：ステップ７： 発　表発　表((５月中旬５月中旬))
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ノミネーションパネル

ＦＨＷＡは、ＤＯＴ以外から７名の専門家を招き、それぞれの推薦ＦＨＷＡは、ＤＯＴ以外から７名の専門家を招き、それぞれの推薦

道路の事前評価を行う。パネルメンバーは、シーニックバイウェ道路の事前評価を行う。パネルメンバーは、シーニックバイウェ

イの指定要素のそれぞれに専門的な知識を持つ人やレクレーショイの指定要素のそれぞれに専門的な知識を持つ人やレクレーショ

ン、観光、交通運輸などに多くの経験を持った人を選ぶ。ン、観光、交通運輸などに多くの経験を持った人を選ぶ。

•• ＦＨＷＡは、パネルメンバーが合意に達することを求めてはなＦＨＷＡは、パネルメンバーが合意に達することを求めてはな
らない。らない。

•• それぞれ候補ルートについて、完全に独自の評価を行う。それぞれ候補ルートについて、完全に独自の評価を行う。

•• パネルメンバーの持つ経験や知識に基づいて、ＦＨＷＡの推パネルメンバーの持つ経験や知識に基づいて、ＦＨＷＡの推
薦及び指定ポリシー等を考慮して、それぞれの候補路線独自薦及び指定ポリシー等を考慮して、それぞれの候補路線独自
の優位点を評価する。の優位点を評価する。

•• 積極的に議論に参加する。積極的に議論に参加する。

評価シート

バイウェイ名バイウェイ名

パネルメンバー名パネルメンバー名

州名州名

第一固有特性第一固有特性

第二固有特性に対する感想第二固有特性に対する感想

指定したﾉﾐﾈｰｼｮﾝから受ける
一般的な感想

指定したﾉﾐﾈｰｼｮﾝから受ける
一般的な感想

運輸省長官への指定推薦運輸省長官への指定推薦

署名署名

NSB総合評価シートNSB総合評価シート
文化特性文化特性

政策定義政策定義

地域における
文化特性の重要性

地域における
文化特性の重要性

その他、質問その他、質問
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GrantsGrants（（助成金交付）助成金交付）

•• 助成対象分野助成対象分野

•• 州のシーニック・バイウェイプログラム州のシーニック・バイウェイプログラム

•• コリドー管理計画コリドー管理計画

•• 交通安全交通安全

•• バイウェイ施設（休憩所・展望所等）バイウェイ施設（休憩所・展望所等）

•• レクリエーションエリアへのアクセスレクリエーションエリアへのアクセス

•• 資源の保全（景観・歴史・文化・自然・考古学等）資源の保全（景観・歴史・文化・自然・考古学等）

•• バイウェイ関連の情報（観光情報等）バイウェイ関連の情報（観光情報等）

•• マーケティングマーケティング

•• 道路建設は助成対象とならない。道路建設は助成対象とならない。

２００２年の助成金内訳

州のプログラム $1,217,237.00
コリドー管理計画 $2,913,193.00
交通安全 $34,400.00
バイウェイ施設 $10,976,381.00
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｴﾘｱへのアクセス $734,066.00
資源の保全 $3,636,647.00
バイウェイ関連の情報 $2,809,156.00
マーケティング $732,320.00

$23,053,400.00

2002年の助成金

資源の保全

16%

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝｴﾘｱへのア

クセス

3%
バイウェイ施設

48%

交通安全

0%

コリドー管理計画

13%

州のプログラム

5%

マーケティング

3%

ﾊﾞｲｳｪｲ関連の情報

12%
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ナショナル・シーニックバイウェイ・リソース・センター

National Scenic Byway Resource Center

ナショナル・シーニックバイウェイ・リソースセナショナル・シーニックバイウェイ・リソースセ

ンターの役割は以下の４点である。ンターの役割は以下の４点である。

・・FacilitationFacilitation（（事業の円滑化、支援、助力）事業の円滑化、支援、助力）

・・National ConferenceNational Conference（（全国会議の開催･２年毎）全国会議の開催･２年毎）

・・TrainingTraining（（トレーニング、教育）トレーニング、教育）

・・PublicationsPublications（（出版）出版）

Metropolitan PlanningMetropolitan Planning
Aging and Human Service ProgramsAging and Human Service Programs
Regional Transportation PlanningRegional Transportation Planning
Geographic Information Systems (GIS)Geographic Information Systems (GIS)
National Scenic Byway Resource CenterNational Scenic Byway Resource Center
Community PlanningCommunity Planning
Natural Resources Planning and ManagementNatural Resources Planning and Management
Economic Development AssistanceEconomic Development Assistance

ARDCARDC Metropolitan PlanningMetropolitan Planning
Aging and Human Service ProgramsAging and Human Service Programs
Regional Transportation PlanningRegional Transportation Planning
Geographic Information Systems (GIS)Geographic Information Systems (GIS)
National Scenic Byway Resource CenterNational Scenic Byway Resource Center
Community PlanningCommunity Planning
Natural Resources Planning and ManagementNatural Resources Planning and Management
Economic Development AssistanceEconomic Development Assistance

リソースセンターの組織

ARDCARDC：：（（アローヘッド地域開発コミュニケーション）の１機関アローヘッド地域開発コミュニケーション）の１機関
→ミネソタ州ダルース市にあり、約→ミネソタ州ダルース市にあり、約5050人のスタッフでアローヘッド人のスタッフでアローヘッド

地域の地域計画の立案を行っている地域の地域計画の立案を行っている
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Byway Resource SpecialistByway Resource Specialist
Byway Resource SpecialistByway Resource Specialist
Byway Resource SpecialistByway Resource Specialist
Byway Resource Specialist Byway Resource Specialist 

(USFS (USFS -- USDA)USDA)

ARDCARDC

National Scenic Byway Resource CenterNational Scenic Byway Resource Center

DirectorDirector Asst. DirectorAsst. Director Publications + EventPublications + Event

Library + SupportLibrary + Support

USFS: 米国フォレストサービス（農務省内の機関）
USDA: 米国農務省

リソースセンターの組織

ナショナル・シーニックバイウェイリソースセンターの職員は８名で、ナショナル・シーニックバイウェイリソースセンターの職員は８名で、
運営資金の全額が運営資金の全額がFHWAFHWAからの補助金であるからの補助金である((約１億約１億20002000万円万円))

FHWAFHWA
資金資金

年間予算内訳

技術的アシ

スタント

25%

その他（一般

的運営費）

25%

プログラム

50%

●年間予算は、７５万ドル

●Scenic Americaは、1978年に屋外広告規制運動をきっかけとして
設立された国指定のNGO団体であり、現在、アメリカ全土に24
の提携NGO を持っている。現在7,000人のメンバーがいる。

●州やコミュニティーにおいて、環境・景観保全の向上を図る為の
市民活動を促進することが役割となっている（標識規制、教育、
美化事業実施等）。

●FHWAと深い結びつきがあり、FHWAの出版物に対する技術・

情報提供を行っている。

　シーニックアメリカ協会（国指定のＮＰＯ）

　組織概要・予算
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ノースカロライナ州道路局ノースカロライナ州道路局

１９８０年代　特別専門委員会を設置し、バイウェイの基準
　　　　　　を確立

１９９０年　基準の決定、３１ルートの登録
１９９３年　州シーニックバイウェイ法の制定
　　　　　　屋外広告規制の開始
１９９６年　７ルート追加
１９９７年　６ルート追加
２０００年　１ルート追加
２００２年　現在４５ルート（２２ルートの申請を受付中）

　ノースカロライナ州道路局(NCDOT)

　ＮＣ州シーニックバイウェイプログラムの経緯



1212

●山脈地域、山麓地域（丘陵）、海岸地域の３地域に分類

●州全体に分布するよう配慮　→バイウェイの発見に重点

●ＮＣ州では「景観性」を重視

●ＮＧＯによる申請が主

●延長は３～１５０マイル

●州１名のコーディネーターが各種補助金、

　寄付金等資金収集

●広報・マーケティング

　・NC　SCENIC　BYWAY冊子の制作と配布　　・ウェブサイトの開設

　 ・AAAまたは他企業との提携　　・NC州以外の州での広報活動　-ロゴの制作

　 ・12万4千＄（マーケティング予算・2002年度）

　ノースカロライナ州道路局(NCDOT)

　シーニックバイウェイ運営の特徴

NC　SCENIC　
BYWAY冊子

1. Alligator River Route

2. Appalachian Medley

3. Birkhead Wilderness Route

4. Black Mountain Rag

5. Brunswick Town Road

6. Cherohala Skyway

7. Colonial Heritage Byway

8. Crowder Mountain Drive

9. Devil’s Stompin’ Ground
10. Drover’s Road

11. Edenton-Windsor Loop

12. Flint Hill Ramble

13. Football Road

14. Forest Heritage Scenic  Byway

15. French Broad Overview

16. Grassy Island Crossing

17. Green Swamp Byway

18. Hanging Rock Scenic Byway

19. Indian Heritage Trail

20. Indian Lakes Scenic Byway

21. Lafayette’s Tour

22. Little Parkway

23. Meteor Lakes Byway

24. Millbridge Scenic Byway

25. Mission Crossing

26. Nantahala Byway

27. New River Valley Byway

28. North Durham Country Byway

29. Outer Banks Scenic Byway

30. Pacolet River Byway

31. Pamlico Scenic Byway

32. Pee Dee Valley Drive

33. Perquimans Crossing

34. Pottery Road

35. Roanoke Voyages Corridor

36. Rolling Kansas Byway

37. Sandhill Scenic Drive

38. Sherman’s Run

39. South Mountain Scenery

40. Tar Heel Trace

41. Upper Yadkin Way

42. Uwharrie Scenic Road

43. Waterfall Byway

44. Whitewater Way

45. Historic Flat Rock ScenicByway

　ノースカロライナ州道路局(NCDOT)

　ＮＣ州シーニックバイウェイの指定状況

出典：NCDOT［2001］,“NC Scenic 
Byways “, 2nd Edition,  NCDOT
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山脈地帯

Cherohala Skyway - NC 143 Graham County

山麓地帯
Football Road- SR 1005

Snow Camp
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海岸地帯
Outer Banks Scenic Byway- NC 12
Photos Courtesy of NC Division of Tourism, Film and Sports Development

　ノースカロライナ州道路局(NCDOT)

　実施プログラム
• Adapt A Highway(AAH)組織

　　６０００以上のボランティアグループにより１３，０００マイルの州道路の植樹、剪定、

清掃等各種活動が行われている。

• Bicycle & Pedestrian Transportation
　　ＮＣ州の公園、都市、娯楽地を結ぶ充実したサイクリングロード“Bicycle Highway”

の維持を重点的に実施

• Bridge Recycle Program
　　州の歴史的なトラス橋を保護するためのプログラムを実施(1978年より）

• The Environment & Recycling
　　河川、湿地等の保護のため、トレイルの建設、浸食防止工事等のプロジェクトが実

施されているとともに、リサイクルプログラムでは車のスクラップを集めて橋や擁壁
を作っている。

• Wildflower Program
　　一般市民からの寄付や募金により、年数回道路脇の花壇の手入れをしたり、種を

蒔く作業を実施。
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Mountains to Sound Mountains to Sound 
Greenway Trust (MSGT)Greenway Trust (MSGT)

Seattle

Snoqualmie

Seattle Puget Sound湖畔　～　Thorp,Cle Elum

Mountains to Sound Greenway 
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ＭＳＧＴ設立の背景
●ボストンとシアトルを結ぶ

I-90の開通をきっかけに

都市化の拡大による森林
破壊、地方部の疲弊が器
具された。

●１９９０年の森林保全を提
唱しつつ開催されたハイ
キングがＭＳＧＴ設立のきっ
かけとなった。（右図）。

●MSGTは、1991年にI-90（後にアメリカで唯一国立シーニック・バ
イウェイとして指定された州間高速道路となる）周辺の環境保全
を目的としたNPO団体として設立された。

●理事会は、連邦政府、州政府、地方自治体、民間企業の幹部、
環境保全団体、一般市民などから成る68名のメンバーで構成さ
れている。

●MSGTは、ディベロッパーからThe Trust of Public Land（NPO団
体）を通して土地の買収をし、公的土地に変換していく。基本的
には土地は一切所有していない。

●開発と自然保護の融合を考えた都市型バイウェイのあり方を追
及し続けている。

●１９９８年に全米で唯一の高速道路のシーニックバイウェイとし
て指定された。

　ＭＳＧＴ(Mountains to Sound Greenway Trust)（ＮＰＯ）

　組織の経緯と活動内容



1717

企業広告は、年間100万円で大きさ、

デザインが統一された看板に集約
され、乱立が防がれている。

　ＭＳＧＴ(Mountains to Sound Greenway Trust)（ＮＰＯ）

　景観保全

沿道景観を保全するため、目隠しの植樹、構造物建
築への圧力、土地利用の集約化などが行われている。

Ｉｎｔｅｒｓｔａｔｅ９０Ｉｎｔｅｒｓｔａｔｅ９０

Ｇｒｅｅｎｗａｙからの風景Ｇｒｅｅｎｗａｙからの風景

Ｇｒｅｅｎｗａｙからの風景Ｇｒｅｅｎｗａｙからの風景
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Snoqualmie FallsSnoqualmie Fallsの真下の真下
映画ツインピークス映画ツインピークス

の舞台となったの舞台となった
Snoqualmie FallsSnoqualmie Falls

GreenwayGreenwayからの風景からの風景
Greenwayからの風景

内務省国立公園局

ブルーリッジパークウェイ統括事務所）
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・バージニア州Shenandoah国立公園とノースカロライナ
州Great Smoky国立公園を結ぶルート

・最初のシーニックバイウェイと言われる
ブルーリッジパークウェイは、1930年代よりルーズベルトニューディール政策
のもと始まり、１９３９年に最初の区間が供用してから、1987年までに全長約
470マイルが完成

・ノースカロライナ州の区間が“All American Road”に
指定されている。

このパークウェイは、1930年に作られたということから、安全性を重視したも
のではなく、年間予算の約50％は、再舗装をしたり、カーブの補修など、道路
環境の向上を図る作業に使われている。また、維持管理を容易にするため、
パークウェイを約110マイルごとの４区間に分けている。

　ＢＲＰ(Blue Ridge Parkway)（内務省国立公園局事務所）

　ＢＲＰの経緯、概要

　　ブルー・リッジ・パークウェイは、内務省、国立公園
局（National Park Service）が管轄するナショナルパー
クウェイの１ユニット

　国立公園局は、NPO（The Blue Ridge Parkway 
Association ・Friends of the Blue Ridge Parkway ・
Blue Ridge Parkway Foundation等 ）、教育機関、地
方自治体、州政府、連邦政府、民間企業などの広範
囲にわたる組織と協力し合いながら、パークウェイの
プロジェクトやプログラムを実施

　ＢＲＰ(Blue Ridge Parkway)（内務省国立公園局事務所）

　運営組織
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Southern Highland
Crafts Guild

BRP 
Association

Eastern National

Virginia’s
Explore Park

Conservation Trust
For North Carolina

BRP Foundation

National Council
For the Traditional Arts

Friends of the
BRP

Parkw
ay

C
oncessioners

M
ount M

itchell
State Park

　ＢＲＰ(Blue Ridge Parkway)（内務省国立公園局事務所）

　コリドー（街道の）パートナー

Blue Ridge Parkway Association

Friends of the Blue Ridge Parkway

Blue Ridge Parkway Foundation

　ＢＲＰ(Blue Ridge Parkway)（内務省国立公園局事務所）

　ＢＲＰのＮＰＯ

約５０年前に設立されたＮＰＯ。
ブルーリッジパークウェイを始め、バージニア、ノースカロライナ、テネシーの３州
におけるパークウェイにおける宿泊施設、ショップ、レストラン等の業界がメンバー
となり、年間約2,200万人のビジターに対して各種サービス、ガイドブック、ウェブ

サイトを立ち上げなどを行っている。

１９８９年に設立され、３０００人のメンバーにより、主にブルーリッジパークウェイ
の景観の保護を行っている。パークウェイに関する各種情報の提供、清掃、植林、
トレイルの改築等のプロジェクトへの協力も行っている。

１９９７年に設立され、国立公園局と協定を結び、ブルーリッジパークウェイの代
表として、民間からの財政支援を受けたり、資金を集めている。
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ＢＲＰの経済効果ＢＲＰの経済効果　　　　

年間　年間　2,200,000,000 2,200,000,000 US$US$

年間平均年間平均20,000,00020,000,000人の旅行者人の旅行者

BRPBRPの本部の本部

天然石を使用した天然石を使用した

法留め擁壁と木製法留め擁壁と木製
の車止めの車止め

ビジターセンタービジターセンターBRPBRPからの風景からの風景
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木製の車止め木製の車止め

天然石を施天然石を施

したトンネルしたトンネル
の坑門の坑門

BRPBRP内のレストラン内のレストラン

BRPBRPからの風景からの風景

天然石を施したトンネル天然石を施したトンネル

の坑門の坑門

ＢＲＰからの風景ＢＲＰからの風景

ＢＲＰから眺めるＢＲＰから眺める

山頂の駐車場山頂の駐車場

ＢＲＰからの風景ＢＲＰからの風景
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　ＢＲＰ(Blue Ridge Parkway)（内務省国立公園局事務所）

　ＢＲＰの景観・デザイン
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バイウェイ管理運営組織の活動

議事次第議事次第

•• スペシャル・ゲストスペシャル・ゲスト

•• バイウェイ関連情報計画バイウェイ関連情報計画
（パンフ、サインボード等）（パンフ、サインボード等）

•• 戦略計画戦略計画

•• マーケティング・フォーラムマーケティング・フォーラム

Lake SuperiorLake Superior　　オール・アメリカンロード運営委員会計画部会オール・アメリカンロード運営委員会計画部会

運営委員会計画部会

会議の様子会議の様子

バイウェイ関連情報計画バイウェイ関連情報計画
・西地区バイウェイ関連情報計画案・西地区バイウェイ関連情報計画案
・Ｋｎｉｆｅ河設計プロジェクト・Ｋｎｉｆｅ河設計プロジェクト
・東地区バイウェイ関連情報計画・東地区バイウェイ関連情報計画
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Knife河設計プログラム

ニュースレター
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米国シーニックバイウェイプログラムの
推進の特徴

米国シーニックバイウェイプログラムの
推進の特徴

①多様なＮＰＯやバックアップ組織の存在

②地域の自主性の重視

③景観・環境保全の総合的手法


